
学 習 の や く そ く 
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１ 授業
じゅぎょう

の準備
じゅんび

 

（１） 筆箱
ふでばこ

にはいつも、次
つぎ

のものが入っています。（筆箱
ふでばこ

は箱型
はこがた

で無地
む じ

のもの） 

・えんぴつ      ４~５本
ほん

（無地
む じ

のもの、２ＢかＢ） 

・消
け

しゴム        １こ（白い四角いもの）。 

・赤
あか

青
あお

えんぴつ     １本
ぽん

 

・名前
な ま え

ペン         １本
ぽん

 

・１５ｃｍ程度
て い ど

のじょうぎ １本（絵柄
え が ら

のないもの） 

（２）もち物
もの

にはすべてに名前
な ま え

を書
か

きます。 

（３）授業の終
お

わりには、学習
がくしゅう

していた用具
よ う ぐ

を片付
か た づ

け、次の時間
じ か ん

の学習
がくしゅう

用具
よ う ぐ

を机
つくえ

に出
だ

します。 

（４）わすれ物
もの

があったら、休
やす

み時間
じ か ん

のうちに先生
せんせい

に報告
ほうこく

します。（代
か

わりをどうするかも話
はな

します。） 

（５）ノートに書
か

くときには、下
した

じきを使
つか

います。 

※ 道具箱
どうぐばこ

はいつも出し入れしやすいように工夫
く ふ う

します。―例：給 食
きゅうしょく

準備中
じゅんびちゅう

にランドセルの中
なか

の

５・６時間目
じ か ん め

の道具
ど う ぐ

と入
い

れかえる。 

 

２ 授業中
じゅぎょうちゅう

の態度
た い ど

 

（１） いすにしっかりこしかけ、背中
せ な か

をのばします。足のうらを ゆかにつけます。                        

（あしはぺったん、せなかはピン。おなかとせなかにグウ ひとつ） 

（２） 話
はなし

をする人
ひと

を見
み

て聞
き

きます。 

（３） 授業中
じゅぎょうちゅう

は勝手
か っ て

にしゃべりません。 

（４） 授業
じゅぎょう

に関係
かんけい

のないことは話
はな

しません。やりません。 

（５） わからないときは、先生
せんせい

に質問
しつもん

します。 

（６） 返事
へ ん じ

や発言
はつげん

は、その場
ば

にいる人に聞
き

こえる大
おお

きさで話
はな

します。 

（７） 発言
はつげん

は、友達
ともだち

にわかるように話
はな

します。(友達
ともだち

を見
み

て話
はな

します。) 

（８） 話
はなし

は、最後
さ い ご

まで話
はな

します。（「です・ます」をつけます・考
かんが

えの理由
り ゆ う

も言
い

います）。 

（９） 発言
はつげん

するとき、静
しず

かに手
て

をあげて待
ま

ちます。 

（10）手
て

は、頭
あたま

より高
たか

くあげます。 

 

３ ノート 

（１） ノートは決
き

められたものを使
つか

います。 

（２） ノートには次
つぎ

のことを必ず書
か

きます。 

・月日
つ き ひ

  ・めあて、課題
か だ い

  ・まとめ、感想
かんそう

    

（３） ノートは見
み

やすいように書
か

きます。行
ぎょう

をあけて書
か

くこともあります。 

（４） ノートはていねいな字
じ

で書
か

きます。線
せん

を引
ひ

くときは、じょうぎを使
つか

います。（ひっ算
さん

の線
せん

も） 

（５） ノートに書
か

くときは、机
つくえ

の上
うえ

を整理
せ い り

してから書
か

きます。 

 

４ その他
た

 

（１） 人
ひと

に何
なに

かをしてもらうときは、「どうぞ」「ありがとう」「お願
ねが

いします」など言葉
こ と ば

で伝
つた

えます。 

（２） 授業中
じゅぎょうちゅう

に出
で

たゴミ（消
け

しゴムのかす・切
き

りくずなど）は、つくえの下
した

に落
お

とさずに、授業後
じゅぎょうご

 

ゴミ箱
ばこ

にまとめて捨
す

てます。 

チャイムスタートで、４５分集中して学習しよう 

 


